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 今年は、記録的な猛暑日や突然の集中豪雨など、これまでにないような気象現象を身近に感じる夏

となり、西大泉でも 8 月に落雷や集中豪雨で停電もありました。異常気象という言葉が毎日のよう

に聞かれ、土砂崩れや河川の氾濫、農作物の被害や野生動物への影響など連日報道されていました。 

今後、この問題はさらに深刻になっていくかもしれません。未来に向けて、想像力と創造力で解決

の糸口を見つけることができないものか、課題の見方や考え方について調べてみました。 

〇 短期的な課題を乗り越える「多角的な見方」 

まず、私たちが直面している短期的な課題についてです。例えば、集中豪雨による洪水や土砂災害。

これらは、インフラの整備やハザードマップの活用といった物理的な対策だけでなく、異なる視点か

ら考えることで、新しい解決策が見つかるかもしれません。 

①異なる分野を「つなげる」 

・気象学と AI 技術の組み合わせによる、より精度の高い予測システムがづくり 

・建築学と生態学の組み合わせによる、自然の力を借りた災害に強い街づくり 

専門分野にとらわれず、様々な知識や技術を組み合わせることで、思わぬイノベーションが生ま

れます。一つの問題に対して、異なる分野の知識を「つなげる」見方を意識してみましょう。 

②小さな「変化」を見逃さない 

・身の回りで起きている、些細な環境の変化への気づき。例えば、植物の成長がいつもと違う、

川の水位が急に上がる、など。 

こうした日々の小さな変化に気づき、それをデータとして捉える習慣も大切です。多くの人がこ

の「気づき」を共有することで、大きな課題の早期発見につながることもあるかもしれません。 

〇 長期的な課題に挑む「創造的な考え方」 

次に、より長期的な視点での課題です。地球温暖化の根本的な解決には、エネルギー、経済、社会

システムそのものを変えていく必要があります。 

①「当たり前」を疑う 

・これまで使われてきた石油や石炭などの化石燃料に代わる、新しいエネルギーはないか 

・食料を大量生産、大量消費する現在のシステムは、本当に持続可能なのか 

私たちが「当たり前」だと思っていることの中には、未来の課題につながるものが隠されている

かもしれません。常識に縛られず「なぜ」と考えることが、未来を創造する第一歩だと思います。 

②未来を「デザイン」する 

・10 年後、20 年後の社会は、どんな社会であってほしいか 

・未来の地球環境、人々の暮らし、理想の社会を具体的に思い描いてみる。 

想像力を働かせ、具体的な未来像を「デザイン」することは、その実現に向けて今何をすべきか、

逆算して考える力になります。夢物語だと思えるようなアイデアでも、まずは自由に創造する力を

磨いてください。 

〇 想像力が、未来の社会を変える 

地球規模の問題は、一人の力では解決できません。しかし、一人ひとりが、このような「見方・考

え方」を身につけ、仲間と協力し、異なる世代や国籍の人々と対話することで、解決への道が開ける

と思います。未来は、誰かが与えてくれるものではなく、自身の想像力と創造力で創っていくもので

す。学校での学びは、そのための土台です。教科書の中の知識だけでなく、日々の生活の中での「気

づき」や「問い」を大切にしてください。柔軟な発想と、未来をより良くしようとする強い意志が、

良い方向へそして良い結果へと導いてくれると思います。 

大泉西中学校だより 



1 年生 イングリッシュキャンプ 
 8 月 4 日（月）から 6 日（水）の 2 泊 3 日に、練馬区立岩井少年自然の家（ベルデ岩井）を使い、

4 年目を迎えたイングリッシュキャンプが行われました。参加は任意でしたが約７７％の生徒が参加

しました。キャンプでは生徒は 15 グループに分かれ、ＮＯＶＡから派遣された外国人講師がグルー

プに１名付き進められました。最初は引き気味だった生徒も雰囲気に慣れ、ダンスフェスタやプレゼ

ンテーションに取り組んでいました。ちょうど８月５日が岩井ビーチフェスで夜１９時４５分から打

ち上げ花火タイムがあり、ベルデ岩井から全員で鑑賞しました。 

   

 

 

 

 

 

 

練馬区立中学校生徒海外派遣 
 ７月２０日（日）～２７日（日）の８日間、練馬区立各中学校代表生徒６６名がオーストラリアク

イーンズランド州イプスウィッチ市へ滞在し、現地校での体験入学、ホストファミリーとの生活、観

光など日本ではできない多くの体験をしてきました。 

 ８月２２日（金）には、練馬区立生涯学習センターで解団式が行われ、オーズトラリアでの体験に

ついて報告会が行われました。 

   

 

 

 

 

 

 

練馬子ども議会 
 ８月７日（木）に、練馬区内中学校の代表生徒３４ 

名が「子ども議員」として活動した取組を、練馬区教 

育長に提言する発表会が行われました。子ども議員は 

６月から、４つのグループに分かれテーマを決め現状 

の調査や確認、担当部署への聞き取りをして、改善策 

や新しい企画作りなどの活動をしました。 

9 月の予定 
 1 月 2校時ｶｯﾄ　2学期始業式 学校公開日　区一斉防災訓練

2 火 地域未来塾16～18 １・２年防災学習　新入生保護者説明会

4 木 地域未来塾16～18 15 月 3年修学旅行（～17日）

5 金 地域未来塾16～18 18 木 3年振替休業日

8 月 地域未来塾16～18 22 月 生徒朝会

9 火 2学期中間考査（数・理・英） 23 火 練馬区連合陸上競技大会

2学期中間考査（国・社） 26 金 6校時ｶｯﾄ　生徒会役員選挙

専門・中央委員会 27 土 英検

11 木 ２・３校時ｶｯﾄ　授業体験（大西小） 30 火 5校時ｶｯﾄ　6校時合唱練習

13 土

10 水


